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  上川田の渡し道標 

 上川田町と硯田町を船で利根 

川を渡る渡しが、昭和の初めご 

ろまであり、真田の殿様もこの 

渡しを利用したとの話もあるよ 

うです。 

 両岸をワイヤーで結び、手で手繰りながら船を渡したた

め、流れが急でなく、中洲のない場所にワイヤーを渡してい

たので、場所は毎年変わっていたようです。 

 上川田町の渡し場につづく道には、「渡船場ヲ経テ沼田道」

と彫られた道標が今も残されています。（道祖神の隣が道標） 

徳本名号塔 

 旧市内に６カ所で見られる徳本の名号塔の一基が、下川田

町の薬師堂の前にあります。 

            徳本は、江戸時代後期の浄土宗の

僧で紀伊国に生まれ、昼夜不断の念

仏や苦行をおこない念仏聖として

知られ、信者は近畿、東海、北陸、

関東に広がりました。 

            独特な字体で「南無阿弥陀仏」と

書かれた名号塔は、その字体と行跡

が慕われ、徳本が巡教しなかった地

域にも見られます。 
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 群馬県労働組合会議は１５日、市の非正規職員の賃金

引き上げや労働条件の改善、市が発注する公共事業や業

務委託、公共調達など、公契約で働く人たちの賃金引き

上げ、労働条件の改善などを要請しました。 

 市の非正規職員の賃金引き上げについて市は、「県の

最低賃金を参考にし、検討する」と答えました。 

 公契約で働く人たちの賃金・労働条件の改善について

は、地域の一定水準を下回らないよう、入札の整備を検

討したいとの考えが示されました。 

 「第２回上州沼田 真田まつり」が１１日と１２日、本町通りを歩行者

天国にし、ゑびす講と同時開催されました。 

１２日には須賀神社で真田信之と小松姫に扮した二人が、挙式を上げた

「城主の嫁取り」、武者行列、真田

鉄砲隊演武などがおこなわれ、本町

通りが真田のまちになりました。 

                 １１日には、大河ドラマ「真田丸」

の時代考証を担当した、平山優氏と

丸島和洋氏による対談形式の講演

会がおこなわれ、多くの人が参加し

ました。 

 市役所のテラス沼田への移転が決まり、市議会では議場のレイアウトな

どが検討されてきましたが７日の議会運営委員会で、議場を現在の縦対面

方式から横対面方式にすることが決まりました。 

 現在の縦対面方式では、傍聴席からは議員の後ろ姿しか見えないことか

ら、傍聴席を議員席と市長などの執行部席の横に設置することにより、傍

聴席から議員や市長など執行部の姿を見ることができるようになります。 

 ７日の議会運営員会では、市から議員への会議などの連絡をおこなうこ

となど目的に、タブレットの導入をすすめることが決まり、来年（２０１

８年）１０月から試験導入される予定になりました。 

 第１１回尾瀬高祭が１０日と１１日開かれ、１１日

には一般公開され、多くの人が訪れました。 

 尾瀬高祭では、学校の特色である自然環境の調査研

究の展示もおこな

われました。 

                 理科部は、落ち

葉を敷いてツキノ

ワグマや鳥、ムサ

サビなどの剥製を

飾り、武尊山を再

現しました。 


